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令和２年度
地方創生推進交付金事業の申請に向けて

〇「みらいのみたけ人育成推進事業」は、平成２９年度～令和元年度（３年間）ですが・・・

（仮）続・みらいのみたけ人育成推進事業 を実施予定

人材育成に終わりなし！地方創生を担う人材の育成をもっと進めたい！との思いから

＜参考：国により示されている交付金Ｑ＆Ａ＞
Ｑ．2016 年度に交付決定を受けた横展開タイプの事業については2018 年度で事業が終了するが、2019 年度において、再
度申請することは可能か。
Ａ．申請は可能であるが、まったく同じ事業内容のままでは交付対象とならない可能性が高い。ＰＤＣＡサイクルによって、事業
を評価・分析のうえ、新規事業として申請し、過去の事業の深化・高度化（発展的解消・後継事業の創出）のための事業であ
る必要がある。このため、前身事業と類似の経費を計上する場合には、例えば、ターゲット、内容、事業の進め方等が前身事業と
明らかに異なっている点を記載し、新たな事業を実施していることが経費内訳から読み取れるようにすること。また、KPIについても前
身事業との比較において、改善された中身・水準とすること。

課題 事業の深化・高度化が必須
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続・みらいのみたけ人育成推進事業案

no 事業名 継続予定

１ みたけ創生みらいの人材育成協議会等運営事業 継続

２ 地域課題解決型キャリア教育事業 継続

３ 御嵩あかでんランド運営補助事業

４ みたけのええもん雇用創出事業 継続

５ みんなのみたけファンディング活用事業

６ 外部人材招聘事業 継続

７ ＩＴプログラミング人材育成事業 継続

８ 環境教育事業 継続

９ 宿場まち人材育成事業



各事業間連携をいっそう推進するため、続・みらいのみたけ人育成推進事業には不可欠

№１ みたけ創生みらいの人材育成協議会等運営事業
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№２ 地域課題解決型キャリア教育事業

若者の人材育成は不可欠と考え継続予定だが、深化・高度化の詳細は検討中

№３ 御嵩あかでんランド開催補助事業

組織の自走が少しずつ進んできたことから補助は終了とする

開催にあたっての事務的支援や人的支援などは継続する

№４ みたけのええもん雇用創出事業

特産品普及開発協議会のさらなる自走に向けた、深化・高度化を検討中

№５ みんなのみたけファンディング活用事業

受講者にクラウドファンディングのノウハウが伝わり、受講者によるクラウドファンディングの成
功案件も生まれていることから、セミナーの開催は終了とする

企画課にてノウハウを持ち、起案者の支援を継続して行うが、予算の伴う事業は終了とする



育成対象を「戦国武将の語り部」とし観光ボランティアの育成を目指す事業変更を検討

№６ 外部人材招聘事業
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№７ ＩＴプログラミング人材育成事業

若者の人材育成は不可欠と考え継続予定

№８ 環境教育事業

新たな視点で町の環境教育を推進するため、先進地の派遣場所の変更を検討

№９ 宿場まち人材育成事業

空き家を活用した店舗が進出するなどにより、宿場町の活用についてノウハウが蓄積されたことか
ら、事業は終了とする

対象を中学生に拡大し、学校の授業としてプログラミング教育を展開

引き続き、宿場町の活性化に努める


